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上
級
・
行
政
　
１
人
程
度

　
昭
和
51
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
を
卒
業
、
ま
た
は

平
成
18
年
３
月
卒
業
の
見
込
み
で
三
交
替

勤
務
が
可
能
な
人

●
試
験
日
　
平
成
17
年
９
月
18
日

●
会
場
　
水
道
局
２
階
会
議
室

●
受
付
期
限
　
平
成
17
年
８
月
22
日

●
受
け
付
け
・
問
合
せ
　
〒
７
４
３-

０
０

６
３
　
光
市
島
田
１
丁
目
17
番
１
号
　
光

市
水
道
局
業
務
課
０
８
３
３(

７
１)

０
７

０
０
（
受
験
申
込
書
な
ど
の
郵
送
を
希
望

す
る
人
は
、
返
信
用
切
手
１
２
０
円
分
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
）

看
護
師
　
６
人
程
度

　
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
に
基
づ
く
看
護

師
免
許
を
取
得
ま
た
は
平
成
18
年
３
月
31

日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人

上
級
・
行
政
　
１
人
程
度

　
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
４
年
生
大
学
を

卒
業
、
ま
た
は
平
成
18
年
３
月
卒
業
見
込

み
の
人

●
試
験
日
　
９
月
18
日

●
会
場
　
光
総
合
病
院
２
階
講
義
室

●
必
要
書
類
　
履
歴
書
・
資
格
免
許
証
の

写
・
卒
業
（
見
込
）
証
明
書

●
受
付
期
限
　
８
月
25
日

●
受
け
付
け
・
問
合
せ
　
〒
７
４
３-

０
０

２
２
　
光
市
虹
ヶ
浜
２
丁
目
10
番
１
号
　

光
市
病
院
局
管
理
部
経
営
企
画
課
０
８
３

３(

７
２)

１
０
０
０

●
題
材
　
市
内
で
行
わ
れ
る
四
季
折
々
の

イ
ベ
ン
ト
、
景
色
、
町
並
み
、
史
跡
、
文

化
財
、
自
然
な
ど
で
す
。
作
品
は
、
絵
は

が
き
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
観
光
名

刺
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
使
用
す
る
予

定
で
す
の
で
、
芸
術
性
や
商
業
性
も
加
味

し
て
審
査
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

●
募
集
期
間
　

・
第
１
期
　
８
月
１
日
〜
11
月
30
日

締
切
期
日
　
12
月
末
日

・
第
２
期
　
12
月
１
日
〜
３
月
31
日

締
切
期
日
　
４
月
末
日

・
第
３
期
　
４
月
１
日
〜
７
月
31
日

締
切
期
日
　
８
月
末
日

●
応
募
方
法
　
応
募
作
品
の
裏
面
に
「
氏

名
」
「
住
所
」
「
電
話
番
号
」
「
題
名
」

を
記
入
し
た
用
紙
を
貼
付
し
て
、
持
参
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
規
格
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
・
四
つ

切
サ
イ
ズ
。
入
選
作
品
は
、
ネ
ガ
、
ポ

ジ
、
画
像
デ
ー
タ
な
ど
の
提
出
が
必
要
。

●
入
賞
作
品

①
大
賞
　
３
期
を
通
じ
て
１
点
　
賞
状
お

よ
び
副
賞
（
商
品
券
３
万
円
分
）

②
特
選
　
各
期
ご
と
に
１
点
　
賞
状
お
よ

び
副
賞
（
商
品
券
１
万
円
分
）

③
入
選
　
各
期
ご
と
に
３
点
　
賞
状
お
よ

び
副
賞
（
商
品
券
３
千
円
分
）

④
佳
作
　
各
期
ご
と
に
５
点
　
賞
状
お
よ

び
副
賞
（
商
品
券
千
円
分
）

※
大
賞
は
、
各
期
ご
と
の
特
選
、
入
選
、

佳
作
の
中
か
ら
３
期
を
通
じ
て
の
最
優
秀

作
品
と
な
り
ま
す
。

●
発
表
　
各
期
ご
と
に
光
市
観
光
協
会
事

務
局
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
広
報
ひ
か

り
お
よ
び
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
し
ま
す
。

●
審
査
員
　
観
光
協
会
委
託
の
審
査
員
お

よ
び
観
光
協
会
関
係
者
で
審
査
し
ま
す
。

●
応
募
規
則
　
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

●
版
権
　
入
選
作
品
の
版
権
は
、
光
市
観

光
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　
光
市
観
光
協
会
　
〒
７
４
３-

８
５
０
１
　
光
市
中
央
６
丁
目
１-

１
０
８

３
３(

７
２)

１
４
０
０

光光
っ
て
い
い
な
！

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
光
市
観
光
協
会
と
大
和
観
光
協
会
の

合
併
を
記
念
し
て
、
「
光
っ
て
い
い

な
！
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
次
の
要

領
で
実
施
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
病
院
局
職
員

　
水
道
局
職
員

光
市
観
光
協
会
・
大
和
観
光
協
会
合
併
記
念

市長の 
まちづくりメッセージ 
市長の 
まちづくりメッセージ 
市役所では、毎月の初日（今回は7月1日）に「市長のまちづくり

メッセージ」を放送しています。市民の皆さんと『共創・協働のまち

づくり』を進めていくため、その一部を掲載します。

　
先
月
10
日
に
光
高
校
で
発
生
し

た
事
件
か
ら
、
20
日
余
り
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
爆
発

に
よ
る
け
が
や
精
神
的
な
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
で
50
名
を
超
え
る
生
徒
が

病
院
に
搬
送
さ
れ
、
惨
事
と
な
り

ま
し
た
。

　
被
害
に
遭
わ
れ
た
生
徒
さ
ん
や

そ
の
保
護
者
の
方
々
に
対
し
、
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
事
件
は
、
一
部
マ

ス
コ
ミ
に
よ
る
激
し
い
取
材
合
戦

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
そ
の
過
熱
ぶ

り
に
困
惑
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。
特
に
、
在
校

生
や
加
害
生
徒
の
同
級
生
に
対
す

る
取
材
攻
勢
は
凄
ま
じ
く
、
中
に

は
カ
メ
ラ
が
怖
く
て
学
校
へ
登
校

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か

れ
る
な
ど
、
取
材
の
あ
り
方
も
強

く
問
わ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
マ

ス
コ
ミ
の
過
熱
ぶ
り
と
は
対
照
的

に
、
私
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

こ
の
事
件
を
決
し
て
興
味
本
位
に

捉
え
る
こ
と
な
く
、
極
め
て
冷
静

沈
着
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
よ

う
に
思
え
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
人
権
が
尊
重
さ
れ

た
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、

こ
れ
ま
で
に
差
別
問
題
や
人
権
教

育
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
展
開

す
る
と
と
も
に
、
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
や
更
生
保
護
活
動
な
ど

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な

り
、
活
発
に
進
め
ら
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
た
び
の
配
慮
と
毅
然
と
し

た
市
民
の
皆
さ
ん
の
対
応
は
、
ま

さ
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
養
わ
れ
た
人
権
意
識
に
基

づ
く
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
事
件
の
真
相
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
調
査
が
続
い
て
お
り
、

全
容
解
明
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
私
は
全
市
を
あ
げ
て
、
こ
の

事
件
に
向
き
合
い
乗
り
越
え
て
い

く
こ
と
で
、
こ
の
ま
ち
が
、
今
ま

で
以
上
に
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を

尊
重
し
た
心
豊
か
で
力
強
い
ま
ち

に
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
職
員
も
、
ど
う
か
人
権
に
対
す

る
高
い
市
民
意
識
を
誇
り
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
に
も
増
し
て
素
晴
ら
し
い
光
市

を
創
造
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　
白
い
砂
浜
と
青
い
松
に
抱
か

れ
、
光
市
が
他
市
町
村
に
誇
れ
る

「
虹
ヶ
浜
・
室
積
海
岸
」
は
、
瀬

戸
内
海
国
立
公
園
の
第
２
種
特
別

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
国
立
公
園
を
所
管

す
る
環
境
省
自
然
環
境
局
か
ら
自

然
保
護
官
２
名
が
、
虹
ヶ
浜
海
岸

の
視
察
の
た
め
、
本
市
を
訪
れ
ま

し
た
。

　
虹
ヶ
浜
・
室
積
の
両
海
岸
は
、

昨
年
の
た
び
重
な
る
台
風
の
襲
来

を
は
じ
め
、
過
去
の
自
然
災
害
等

に
よ
り
、
砂
の
流
失
や
松
林
の
倒

木
・
枯
死
な
ど
大
き
な
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
だ
一
部
に
、
そ

の
被
害
の
痕
跡
が
残
る
状
態
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
虹
ヶ
浜
海
岸
の

砂
浜
や
防
砂
林
な
ど
現
地
を
案
内

し
、
先
人
の
偉
大
な
努
力
や
松
林

再
生
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
海
岸

保
全
に
対
す
る
市
民
の
強
い
熱
意

を
伝
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
国
に
対
し
て
も
瀬

戸
内
海
国
立
公
園
を
代
表
す
る
白

砂
青
松
の
景
観
の
保
全
・
維
持
・

管
理
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
二
人
の
自
然
保

護
官
か
ら
は
、
「
白
砂
青
松
が
残

る
虹
ヶ
浜
海
岸
と
室
積
海
岸
は
、

広
大
な
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
の
中

で
も
数
少
な
い
、
昔
な
が
ら
の
原

風
景
を
と
ど
め
た
貴
重
な
自
然
景

観
が
保
た
れ
て
い
る
自
然
海
岸
。

後
世
に
ぜ
ひ
と
も
残
す
べ
き
資
産

で
あ
る
。
ま
た
、
身
近
に
自
然
が

満
喫
で
き
る
非
常
に
大
切
で
魅
力

あ
る
場
所
。
」
と
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
自
然
保
護
官
の
視
察
を

機
会
に
、
私
た
ち
は
、
ま
す
ま
す

虹
ヶ
浜
海
岸
や
室
積
海
岸
の
白
砂

青
松
な
ど
の
自
然
景
観
保
護
の
大

切
さ
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

光
市
に
住
む
者
の
誇
り
と
し
て
、

市
や
県
、
国
な
ど
行
政
は
も
と
よ

り
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
、
後
世

に
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
想
い
を
新
た
に
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
方
々
と

と
も
に
、
地
域
の
誇
れ
る
自
然
景

観
を
地
元
の
大
切
な
資
産
と
し

て
、
守
り
続
け
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

光
高
校
で
起
っ
た
事
件
に
つ

い
て

環
境
省
自
然
環
境
局
自
然
保

護
官
が
光
市
に
来
光
し
た
こ

と
に
つ
い
て

7月

▲白砂青松の虹ヶ浜海岸


